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来のご開帳が行わ
れ、多くの人が参
拝に訪れた。薬師
如来は秘仏で、12
年ごとの寅年に公
開されている。

貞昭住職らによ
る中日の法要が営
まれた。法要に先
立って北多摩睦消
防組第二区五番組
の木遣りや、着物
に冠をかぶった約
40人の稚児などによる行列が寺
の近隣を回った。
玉泉寺は天台宗に属し、7世紀
頃に多摩川の対岸に開創され、永
正元（1504）年の中興と伝わる。

方言をテーマにイベント
23日～25日にフォト１で
方言をテーマにしたイベント

「語り続ける旅人たち」（M.A.P.主
催）が23 25

オフォト１（岩戸
北1-15-15） で 催
される。
長年狛江市に住
んだパントマイム
芸人で俳優のマル
セ太郎さん（故人）
と、マルセさんと
親交があり、放浪
芸を見つめ続けた
俳優小沢昭一さん
（故人）の関係者が
出演、23
7時と25
2時に俳優の隈本吉

成さん、俳優で歌手、作家の趙
博、俳優でM.A.P.代表の高山正樹
さんらがそれぞれの方言で語り合
う。24 後2時と7時にチ
ンドン菊乃家も出演する。入場料
は3,000円（前売り2,800円）。
問い合わせ☎3489‒2246M.A.P.

街中樹木観察会を開催
18日に子どもを対象に
西野川2-36付近の野川緑地公

園などで街中樹木観察会が18日

市内在住の森林インストラク
ター長田眞さんが、生活の中で樹
木を知り、その果たす役割につい
て子どもたちに理解を深めてもら
おうと催す。当日は午前9時30分
に集合、約２時間かけて公園内な
どにある約60種のうち約10種を
選んで観察する。参加無料。
長田さんは山梨県大月市出身
で、子どもの頃から実家の森林や
林業に長年関わってきた。会社退
職後に大学で学び、森林インスト
ラクターの資格を取得した。
対象は小学校高学年と中学生で
参加希望者は郵便葉書に郵便番
号、住所、氏名（ふりがな）、年齢、
学年、保護者の電話番号、関心
のあることなどを書き、〒201-
0001狛江市西野川3-13-13　長

。
定員は数人で応募多数の場合は抽
選。
問 い 合 わ せ ☎090-2469-
2468長田さん。

一小で150周年記念イベント
枝豆投げや大同窓会に人気
ことし創立150周年を迎えた
狛江第一小学校（川﨑貴志校長）
が11月13
に合わせて大同窓会やオリジナル
記念競技「枝豆投げ～みんなで投
げてめざせ150メートル～」など
の記念行事を催した。
150周年実行委員会（冨永恵

仁委員長)が企画。校舎で行われ
た大同窓会には最近卒業した中高
生から中高年まで300人余りが
来場した。なかには茨城県の小学
校の校長になったＯＢもいて主催
者を喜ばせた。訪れた人たちは昔
の写真を熱心に見たり、一小に在
籍していた教師からのビデオメッ

セージなど
を視聴して
いた。校長室
に「校長先生
になってみ
よ う！」 と
題した顔出
しパネルを
置いて写真
を撮るコー

ナーや明治時代から現
代までの給食の模型の
展示、150年を祝う一
小関係者の作品、アー
ト芸人ピストジャムさんの黒板
アートも人気を集めていた。
体育館で行われた枝豆投げには
家族や同級生など46チーム179
人が参加。10回投げた合計距離
が150mに最も近いチームが優
勝するという競技で、家族4人の
「チームくーぼ」が150m06㎝で
優勝した。
冨永実行委員長は「準備は大変
だったが、同窓会には幅広い年代
の人が参加し、枝豆投げも好評で
良かった」、川﨑校長は「大勢の
人が来場し、今や昔の学校の姿を
見てもらえて良かった。枝豆投げ

は機会があればまたやりたい」と
話していた。

カップル２組が議場結婚式
レッドカーペットに笑顔

狛江市議会で11 「文
化の日」に議場結婚式が行われ、
２組のカップルが永遠の愛を誓っ
た。
挙式したのは藪﨑雄介さん・葵
さん夫妻、村田健助さん・綾子さ
ん夫妻。花で飾られた議場には松
原俊雄市長と谷田部一之市議会議
長、カップルの親族や友人ら40
人余りが出席した。松原市長が立
会人となってカップルが誓約書に
サイン、松原市長、谷田部議長が
祝辞を述べ、それぞれの新郎新婦
が誓いの言葉を述べた。
式には「音楽の街－狛江」エコ
ルマ企画委員会が協力、結婚行進
曲や謡曲「高砂」などを演奏した。
その後、２組のカップルは市役
所玄関前に敷かれたレッドカー
ペットを歩き、友人たちが鳴らす
祝福のクラッカーに晴れやかな笑
顔を返し、「議場は滅多に入れな
い所なので、 すごく良い記念にな
りました」などと話していた。

玉泉寺で薬師如来公開
木遣りや稚児が行列

熊野山観音院玉泉寺（東和泉
3-10-23）で11月4日 ら8日

玉泉寺本堂へ向か
う木遣りと稚児

市役所庁舎前のレッドカー
ペットを歩く2組のカップル

昔の写真や資料
に見入る親子

枝豆投げ

駒井町会料理教室「こんにゃく作り」
22
教室「こんにゃく作り」の参加者を募集している。
同センターと駒井町会の地域連携事業で、平成28年から令和元

年まで毎年12月に開催し人気をよんだ
が、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響で２年間中断していた。
町会の前会長でこんにゃくの産地と
して知られる群馬県甘楽町出身の佐藤
英一さんが講師を務め、こんにゃく作
りに慣れた町会役員２人が手伝う。当
日は料理実習室で、こんにゃく芋の粉
末から約２時間かけてこんにゃくを作
るまでを実習する。実習中にはこんに

ゃく芋の実物を見せたり、昔のこんにゃくの作り方など、こんに
ゃくにまつわる話を披露する。でき上がったこんにゃくは刺身に
して試食。残りは参加者が３枚ずつ持ち帰る予定。
時間は午前の部が９時～正午、午後が１時30分～４時30分で、
定員は各回とも12人（先着順）、参加費は無料。申し込みは狛江
市民ならだれでも可。
申し込み・問い合わせは☎3489-2150南部地域センター。

こんにゃく作りの教室。
左が佐藤さん

今今月のこまえくぼ
休休休休館日＝６日 、13日 、20日
27日 、29日 、30日 、31日

おもいをカタチに
こまえくぼ1234が市民、市民活動
団体を対象に主催、共催する事業
■出前授業福祉体験サポーター（ボ
ランティア）養成講座
14 ①午前10時～正午②午後
6時30分～8時30分こまえくぼ
1234。市内の幼稚園、保育園、小
中学校での体験学習で子どもたちに
教えたり、見守るサポーターの養成
講座。車いす体験、アイマスク誘導

体験、高齢者疑似体験を学ぶ。講座
終了後はこまえくぼ職員と一緒に体
験学習の活動を行う 各回10人各

フリースペースイベント
フリースペー
スで行われる
参加できるプ
ログラム
■おりがみサ
ロン
７日 午後1時
～3時。折り紙
でボランティ
ア活動、交流
■切手カフェ
９日 ・16日 1時～3時。

古切手の整理。古切手の収益をボラ
ンティア事業に使用

ボランティア募集
　　 ■デジタルボランティア

イベント等で参加者のパソコ
ンやタブレットなどの利用を
サポート
■こまえくぼ広報紙配達ボラン
ティア
毎月初めから10日頃までの間
（1月は20日～月末）に、「広
報誌こまえくぼ1234」を配
達（配達先は問い合わせ）
※ホームページにはこの他のボ
ランティア募集情報を掲載。

狛江市市民活動支援センター（こまえくぼ1234）
〒201-0003狛江市和泉本町1-2-34　☎5761-5556　FAX5761-5033　 info@vc.komae.org
開館時間午前10時～午後5時　休館日＝火曜日、祝日、年末年始

ホームページ
はこちら→

ここに掲載している情報についてはこまえくぼ1234へお問い合わせください。

おりがみサロンの作品


